
名　称

代表者

住　所

総則 B B

利用状況 B B

事業収支 A B

図書館施設の目的や基本方針などを理解し、関係
条例、規則に基づき、適切な業務運営が行われて
いる。
新型コロナウィルス感染症拡大という例年にない制
約の多い状況下で、感染対策としての緊急的な臨
時休館、イベントの中止・延期といったこと以外にも
資料貸出点数・期間の変更処理、日常的な消毒・座
席数制限等施設内での三密回避他様々な感染対
策の上での適切な開館・行事運用等の対応をされ
公共図書館としての役割を果たしている。
長期休館等の際の返却日や予約取り置き期間の調
整など、利用者の公平性・感染症防止の安全性に
配慮した管理・運営がされている。
事業計画書に記載された事業以外にも、市や関係
団体の要請・要望等を随時受け、また市の課題に関
するテーマ、時事に関するテーマについて取り扱っ
た展示を行うなど、柔軟に事業が実施された。
単独館は敷地内禁煙、複合館は施設内禁煙の実施
が継続されている。

入出金に関するトラブルはありませんでし
た。予算については光熱費等で、節約しまし
たが、新型コロナ対策での支出がありまし
た。資料費に関しては、予算以上の購入をし
ました。

協議により、会計の独立について本社経理システム
の利用を認めているため、対象の項目は評価外と
する。
概ね関係書類も適正に処理されている。施設の特
色上事業収入により維持される性質ではないため、
安全性やサービスの低下につながらない範囲で経
費削減の努力は継続されたい。
市の指定額を満たして資料の購入を実施されてい
る。

新型コロナウィルスのために、臨時休館や
サービスの制限などがあり一時は大きく利用
者数が減少しましたが、感染防止対策を徹底
し人数を制限しながらも、イベントなどを開
催する事により徐々に利用者数が回復してい
きました。

評価内容

令和2年度　　今治市立図書館　指定管理者モニタリング結果
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株式会社図書館流通センター　代表取締役　細川　博史　　四国通建株式会社　代表取締役　高木　康弘
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担当部課
(問合せ先)

指定管理者

ＴＲＣ今治図書館サポート

モニタリングの実施
方針・方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利用者アンケート、
指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果を取りまとめました。

　　今治市教育委員会事務局　社会教育課　図書情報サービス係

　　ＴＥＬ：０８９８－３６－１６０２

　　Ｅ－mail：shakyou@imabari-city.jp 

市による評価

感染症拡大防止のため長期の臨時休館、イベント
参加人数の制限、外出自粛等来館利用に制限がか
かる状況が継続する中、現段階で利用統計数の増
減のみで単純に比較評価できないが、開館1日あた
りの貸出数等一定の回復傾向が見られる数字もあ
り、工夫しながら利用促進に努めていると評価でき
る。自主事業として取り組まれている電子図書館の
活用や感染症対策終了後の利用回復への対策を
課題として、今後の動向に注視したい。
またアンケート調査により、図書館の運営課題につ
いて利用者の傾向を把握に努めている。

指定管理者自己評価課題

施設の目的や基本方針からはずれることなく
運営をしました。新型コロナウィルスのため
に、臨時休館やイベントの中止　施設利用の
制限などありましたが、感染防止第一で行い
ました。

総
則



管理･運営体制 A B

事故及び災害等
発生時の対応

A B

個人情報保護 A A

自主事業 A B

地域団体との連
携

A B

施設の経年劣化などの不具合などがありまし
たが、その都度対応し安心・安全な環境を保
つことができました。

指定管理者が請け負っている図書館全般に対する
標準的な危機管理マニュアルが細かいところまで整
備されている上、今治市立図書館個別に対応したマ
ニュアルの作成もされており、連絡体制も概ね整備
されている。また新型コロナウィルス感染症感染の
疑い発生時点におけるフローも追加作成されている
ことを評価する。

個人情報の漏えいは1件もありませんでし
た。個人情報保護監査を各館ごとに適正に行
いました。また、プライバシーマークのテス
トを各人適正に行いました。

図書館で取り扱う個人情報は大量でかつ多岐の内
容にわたっている。コンソーシアムの代表団体であ
るTRCはプライバシーマークを取得し、個人情報保
護チェックリスト作成マニュアルを整備、コロナ感染
症対策のため例年実施される本社による監査等は
電話実施となったが、職員に対する内部研修・確認
テストは継続実施されており適正な個人情報の管理
体制が実行されている。

指定管理者自己評価 市による評価

「タオルびと制作プロジェクト」は城西大学
様および地元タオル企業様と連携して進めて
います。
また、「国府叢書の翻刻・デジタル化事業」
では愛媛大学様、今治史談会様協力のもとに
実施しました。
国際ソロプチミスト今治様とは坊ちゃん初版
本等の展示において協力させていだき継続展
示をしています。
また、中央館２階の参考コーナーにおける平
和展示は「今治市の戦災を記録する会」様と
協力のもと継続しています。
岡山理科大様とも、利用者カードの登録の協
力、企画展示やセミナーを開催し積極的に連
携を行いました。
その他、継続事業におきましても諸団体様と
は良好な関係のもと実施しています。

「タオルびと制作プロジェクト」「古文書『国府叢書』の
翻刻・デジタル化・公開・刊行事業」など地域団体と
の連携が評価できる。
今後とも各種団体・地域活動との連携を進められた
い。

課題

総
則

基
本
的
業
務

感染症拡大防止のため長期の臨時休館、予定され
たイベントの中止・延期または参加人数の制限等自
主事業の運営にも困難が伴う中、「読み聞かせ会」
「テーマ展示」「講演会」「体験会」等多岐にわたる事
業をのべ360余り実施しており、定番事業として利用
者に定着しているものも多いと感じられる。一方で有
名作家とのコラボレーション企画、愛媛出版文化賞
受賞記念講演など、指定管理者ならではの独創性、
即時性のある取組みは地域に文化を還元している。
今治市の貴重な地域資料である『国府叢書』の翻
刻・電子化事業を継続し、そのデータを公開・今治の
歴史を発信したことは図書館業務を専門とする自社
の強みを活かした事業であり大いに評価される。今
後図書館利用者のみならず広く市民全般にPRする
ような事業展開に期待する。

計画の通り適切な人員配置での運営がなされてい
る。
職員の接客態度・マナー等の点について利用者ア
ンケートの評価は全館満足が72％、不満は全体で
0.5％と満足度は高い水準にある。
障がい者雇用に関しては基準を上回る雇用がなさ
れている。
図書館事業の性質上、子育てファミリー応援事業へ
の参加は困難と考えていたが、指定管理者の努力
により継続されている。
新型コロナウィルス感染症の影響下で各種研修も
開催が制限された面もあるが、社内で職員のスキル
アップのための研修がWebを利用した体制を構築さ
れていること等今後の研修活動の可能性が広がっ
ていることを評価する。

配員に無理のない職場環境を整えています。
そのため、職員の有給休暇取得率も高く、勤
務日数、勤務時間も適正に管理されていま
す。新型コロナウィルスのために出張研修に
は参加できませんでしたが、webでの社内研
修に積極的に参加し、各個人のスキルアップ
につながっています。

「古文書『国府叢書』の翻刻・デジタル化・
公開・刊行事業」も、後半部分の翻刻も終了
し、全刊のデジタル化公開を行いました。ま
た、「タオルびと制作プロジェクト」も、タ
オル産業の貴重な記録遺産として継続して行
いました。今治市立図書館の名物企画になり
つつある、中央図書館の著名作家による読書
講演会で、今年度は、直木賞作家で、現代文
学の巨匠の一人である角田光代氏をお迎えし
ました。松山市出身で、ショートショート作
家としていま人気の田丸雅智氏をお迎えし、
波方図書館と大西図書館にて「ショート
ショートの書き方講座」を行いました。愛媛
出版文化賞に今治在住の方が2名受賞し、そ
の両氏と両方の出版を手掛けた出版社の代表
のトークショーを中央図書館にて開催し、地
元今治と愛媛の出版文化について、熱く語っ
てもらいました。例年「平和講演会」として
開催していた戦争体験者の講演会を新型コロ
ナウィルスの影響で、「平和展示」として開
催し多くの方に貴重な資料を見ていただけま
した。新型コロナウィルスのために、今年度
は開催できませんでしたが、波方図書館で平
成30年度から行っている「小学生プログラミ
ング体験講座」が文部科学省の「公共図書館
事業事例集」に掲載されました。また、各館
でも多彩で特色のあるイベントを開催しまし
た。



行政財産の
目的外使用許可

手続業務
A A

事故･苦情 B B

一般管理業務 A B

修繕管理業務 A B

備品管理業務 A B

利用業務 A B

利用者
アンケート

A B

電算システム
運営業務

A B

図書館資料
運営業務

A Ｂ

市による評価

施設の老朽化が進む中、修繕を要する箇所が年々
増加、その修繕規模も大きくなっており、市と協議し
ながら修繕箇所の優先順位を決める必要があると
ころ、専門技術者のもとに適正に管理を行ってい
た。
今後とも応急的な修繕等や日常点検等により、大き
な事故につながらないよう努めながら、修繕を要す
る箇所の早期発見をお願いしたい。

課題

基
本
的
業
務

意見箱に寄せられた苦情・要望等につき、丁寧な対
応を行っており、また、市への報告等により情報共
有を行い、問題の発生を最小限にとどめるよう努め
ていることを評価する。
今後とも事故・苦情の情報について職員間でも迅速
に情報共有し問題を最小限にされるよう努められた
い。

利
用
業
務

中央館と波方館における自動販売機の設置、
および中央館における「ぶっくんのおみせ」
の手続きを適正に行いました。

指定の資料購入費を、上回る購入しました。
また、選書　廃棄等も適切に行いました。

運
営
業
務

指定管理者自己評価

資料運営管理に関しては毎週選書会を開催し、選
定・発注・図書館システムへの登録作業等仕様に定
められた業務が概ね計画的かつ適正に実施されて
いる。
長期未返却資料について直接訪問し返却を促すな
ど適切に督促業務も実施され、図書館資料としての
役目を終え廃棄する資料についてはリサイクル頒布
会を開催することで有効活用されている。

応急的な修繕等や日常点検等により、備品の維持
管理に努めている。
指定管理業務遂行上必要な機材、利用者からの要
望の高い機材について今後とも検証されたい。
既存備品も経年劣化が進んでおり、必要な大型備
品については計画的な買い替えのため、早めに市と
協議するようお願いする。

定められた業務基準を満たし概ね適正に管理して
いる。また中央図書館の剪定・刈込等は仕様で指定
する以上の頻度で実施し、美観または衛生上良好
な状態を保つ努力をしている。
施設の老朽化により対応事項が増加しているが、市
からの要請にも誠実に対応しており、引き続き利用
者が快適に利用できるよう施設や設備の管理を適
切に行っていただきたい。

システム上のトラブルや改修を要する場合には速や
かに対応できるよう、指定管理者・システム管理委
託業者・行政の三者で定期的に協議を実施するな
ど概ね適正に図書館システム運用を行っている。
プライバシーマーク取得企業であることを活かし、適
切な対応がされている。

多くのサンプル回収を行い、広く評価を行っている。
継続調査項目に加え、館内閲覧実態調査、新型コ
ロナウィルス対策についての満足度を調査し時事に
併せた利用要望の分析に努めている。報告書は図
書館サイトで公表されており、広く情報公開もなされ
ている。
アンケートで得られた傾向・内容・要望を次年度の
図書館運営にフィードバックされるよう努力された
い。

利用者アンケートにおいても評価は高く、丁寧に利
用案内業務を行っている。
感染症拡大防止のための制限下においても各種イ
ベント・講座を適切な対策の上開催するとともに、図
書館報らいぶらりぃの発行、FMラジオの利用など、
積極的な広報活動により図書館とその活動の周知
が図られている。
ホームページも随時更新、利用情報が発信されてお
り、電子図書館に立川文庫や国府叢書などの地域
資料を電子化・掲載し、貴重な資料を施設に展示す
るだけでなく、外部に向けて発信されている。

運営上のトラブルも適切に、対応し、管理すること
ができました。

今年度も、「来館者アンケート」に加え、「非来館者
アンケート」も実施しました、回収数も昨年を上回
る1800人以上の方にご協力をいただきました。ま
た、調査項目も必要に応じて内容を変更しました。

システムに異常が発生した場合は専門業者と
早急に連絡をとり、利用者へのご不便をおか
けすることはありませんでした。

適正に行政財産の目的外使用の手続きの上、中央
館と波方館への自動販売機の設置および中央館の
「ぶっくんのおみせ」など利用者ニーズに応えてサー
ビスの向上に取り組んでいることを評価する。
得られた収益についても経費に反映し適切に図書
館業務に活用し、市民に還元されている。

今期も、故障などで、必要とされるものを購
入しました。備品管理も適切に行いました。

管
理
業
務

業務基準表に基づき適正に管理しました。ま
た特段の苦情等もありませんでした。

専門技術者のもとに適正に管理を行いまし
た。経年劣化による施設に不具合がありまし
たが、安全対策を実施して運営を行いまし
た。

利用者様のご意見に対しては「ご意見箱」を
設置し、すべてのご意見にたいする回答を常
時閲覧できるようにしています。



運
営
業
務

その他の
運営業務

A B

奉
仕
業
務

一般奉仕業務 A B

指定管理者
の経営状態

指定管理者として問題なく経営が行われている。

当年度のアンケート調査結果においても、７割以上
の方がスタッフの対応にご満足いただいており、一
般的な奉仕業務の実施状況については概ね良好で
あると評価する。
国立国会図書館の資料送信サービス・オンライン
データベースの利用が継続にするなど、利用者への
情報支援が充実している。
レファレンスについては、全国での事例の蓄積を踏
まえた研修成果により充実したサービスを期待す
る。

市による評価

感染症拡大防止のため長期の臨時休館、行事の中
止・延期または参加人数の制限等教育的事業の運
営にも困難が伴う中、視聴覚室の利用促進事業は
可能な範囲で継続されていることを評価する。
「教科書展示会」など展示スペースで外部団体と連
携して啓発・展示を実施している。

当年度のアンケート調査結果においても、７
割以上の方がスタッフの対応にご満足いただ
いています。また、大きなトラブルもなく、
適切に業務を行いました。

課題 指定管理者自己評価

「今治市の戦災を記録する会」様と平和展示
コーナーを継続しています。また　岡山理科
大様との、連携を積極的に行いました。

総　合　コ　メ　ン　ト　(市）

指定管理者は図書館施設の目的や基本方針などを理解し、関係条例、規則、業務仕様書に基づき、事業計画を立て、適切な業務管理・運営を実施
していると評価する。
新型コロナウィルス感染症拡大という例年にない制約が多く課される状況下で、緊急的な臨時休館、イベントの中止・延期を伴いながらも日常的な消
毒・座席数制限等施設内での三密回避他様々な感染対策の上での適切な開館・行事の運用等の対応をされ公共図書館としての役割を果たし、概
ね安定した運営を行っている。
また中央図書館に加え、大三島図書館でのブックシャワーの無料提供、自主事業としての電子図書館の運営など、収益を適切にサービスへと還元し
ている。
今治の郷土資料『国府叢書』の翻刻・電子化事業を完了・ホームページに公開し、郷土の産業史を発掘するタオルびと制作プロジェクトや、著名作家
と高校生のコラボレーション企画など、自主事業に積極的に取り組んでいることを評価する。
積極的なパブリシティや司書の専門性を活かした企画力により、中央図書館だけでなく地区館での企画においても文部科学省の事例報告に紹介さ
れる等市民へのＰＲに加え、市外へのＰＲにも効果があったことを評価する。


